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中
国
労
組
生
産
性
会
議

は
、
現
在
、
中
国
地
方
の

各
県
連
合
、
産
別
、
単
組

の
�
組
織
で
構
成
さ
れ
、

議
長
１
人
、
副
議
長
６
人

に
、
事
務
局
長
、
幹
事
、

委
員
の
計
�
人
の
役
員
で

活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
１
９
５
９
年
（
昭
和
�

年
）
８
月
に
「
労
組
生
産

性
企
画
実
践
委
員
会
中
国

委
員
会
」
と
し
て
発
足
し

た
後
、
よ
り
労
働
組
合
の

立
場
に
沿
っ
た
生
産
性
運

動
の
展
開
と
事
業
活
動
の

基
盤
強
化
を
目
指
し
、
�

年
（
昭
和
�
年
）
６
月
に

は
、
「
中
国
地
方
労
組
生

産
性
会
議
」が
結
成
さ
れ
、

後
に
名
称
を
変
更
し
現
在

に
至
っ
て
い
ま
す
。

　
私
は
本
年
１
月
に
当
会

議
の
議
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
。
今
日
ま
で
、
半

世
紀
を
越
え
る
激
動
の
時

代
を
熱
い
思
い
で
生
産
性

運
動
に
取
り
組
ん
で
こ
ら

れ
た
諸
先
輩
方

に
敬
意
を
表
し

ま
す
と
同
時

に
、
我
々
も
引

き
続
き
強
い
意

志
で
取
り
組
む

決
意
を
新
た
に

し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
現
在
の
日
本

の
雇
用
を
取
り

巻
く
環
境
は
、

少
子
高
齢
化
の

進
展
に
伴
う
社

会
保
障
不
安
、

国
内
産
業
の
空

洞
化
に
よ
る
雇

用
不
安
懸
念
に

加
え
、
若
年
層

を
中
心
と
し
た
失
業
問

題
、
正
規
・
非
正
規
間
の

格
差
拡
大
な
ど
、
依
然
と

し
て
厳
し
い
状
況
が
続
い

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
情
勢
下
、

企
業
基
盤
、
社
会
基
盤
を

支
え
て
き
た
の
は
働
く
人

た
ち
で
あ
る
こ
と
を
再
認

識
し
、
人
財
へ
の
投
資
を

通
じ
た
付
加
価
値
の
増
大

と
そ
の
成
果
の
公
正
な
分

配
を
通
じ
て
成
長
を
図
る

こ
と
こ
そ
が
、
日
本
を
適

正
な
経
済
成
長
へ
導
く
上

で
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

　
こ
う
し
た
認
識
の
も

と
、
当
会
議
で
は
、
中
国

生
産
性
本
部
と
協
調
し
つ

つ
、
労
組
リ
ー
ダ
ー
な
ら

び
に
、
次
代
の
労
働
組
合

運
動
を
担
う
人
々
の
育
成

に
資
す
る
事
業
を
展
開
し

ま
す
。具
体
的
に
は
、労
組

役
員
等
に
対
し
て
は
、
労

働
組
合
と
し
て
取
り
組
む

べ
き
課
題
に
係
る
研
修

を
、
国
際
感
覚
豊
か
な
労

働
組
合
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

に
向
け
て
は
、
欧
州
諸
国

の
労
働
政
策
や
社
会
保
障

政
策
に
つ
い
て
の
動
向
調

査
を
、
そ
の
ほ
か
、
労
使

共
通
課
題
に
つ
い
て
有
識

者
に
よ
る
講
演
会
な
ど
を

実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
当
会
議
で
は
、
こ
れ
ま

で
諸
先
輩
が
堅
持
し
て
こ

ら
れ
た
生
産
性
三
原
則
の

基
本
に
常
に
立
ち
返
り
、

こ
れ
を
さ
ら
に
発
展
・
深

化
さ
せ
つ
つ
、
地
域
に
お

け
る
労
組
生
産
性
運
動
を

強
力
に
推
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。


